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　犯罪被害者支援については、庁内の相談支援体制を整備するとともに、警察や支援機
関と密接に連携体制を構築し、必要な支援を行っていく。
　まずは速やかに見舞金制度を創設し、条例制定については、今年度中に現行条例の見
直しを行う。特化条例については、県や県内他市、中核市の状況や動向を踏まえ、制定
を検討していく。

■進捗状況

　人権施策庁内会議で協議し庁内の相談支援体制を整備した。見舞金支給制度につい
て、導入後迅速な対応ができるよう、県警や支援機関と連携し手続方法等を確認してい
る。

更新日：令和４年７月１３日

【質問要旨】

　本市がリーダーシップを発揮し、関係機関と密接な連携体制を構築するとともに、早
急に見舞金制度を導入していただきたいと思うが、市長の考えを伺う。併せて、本市の
犯罪被害者支援に関する条例の制定についても、市長の所見を伺う。

【答弁要旨】

　犯罪被害者見舞金制度については、「鳥取市差別のない人権尊重の社会づくり協議
会」のご意見を踏まえ、どこにお住まいであっても公平な支援を受けることができるよ
う、とっとり被害者支援センターや警察にご協力をいただきながら、速やかに制度の創
設に取り掛かりたいと思います。また、この見舞金制度は、人権施策基本方針に位置づ
け、継続してご支援していきたいと考えているところです。
　条例制定につきましては、他市の状況などをさらに研究したうえで、犯罪被害者支援
に特化した条例にこだわらず、現行条例をいったん見直すなど、慎重に進めてまいりた
いと考えます。

【対応方針・進捗状況】

■対応方針

対応済


